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問題1

題材は2011年に出版された水島昇著r細胞が自分を食べるオートファジーの謎」

という図書からの抜粋を一部改変したものでる。抜粋した箇所はノーベル賞受賞学者の

大隅良典教授の研究を紹介した平易な文章であり、高等学校で共通に学ぶ基礎知識があ

れば十分に理解できる内容である。全設問ともに基礎学力、文章の読解力と論理的な作

文力を評価するものである。

問1高等学校生として知っておくべき漢字力を問う。

問2生物基礎として食品中の三大栄養素に関する知識を問う。

問3生体内でのタシパク質合成に関する情報を本文より引用してまとめる能力を

一問う。

問4オートファジーの概念を示した図を本文記述内容と照合して正しく理解し、

まとめる能力を問う。

問5自分自身のタンパク質に対するオ」トファジーの主要な機能を本文中より抽出

し、その意義をまとめる能力を問う。

問6酵素によるタンパク質の分解を指数関数の概念にあてはめて理解する能力を

問う。
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問題2

題材は1992年に出版された本川達雄著rゾウの時間ネズミの壁間」という論説文からの抜粋
を一部改変したものである。抜粋した箇所は平易な文章であり、理解するのに特に高等学校

で甥生物学の織は必要ではない・全設問と蜘識を問彌題ではなく・熟語の理鉱辛
章の読解力、論理的な思考力、文章構成力を評価するものである。

問1文章のメインテーマ(最重要点)を読み取れている期を、文章に表題をっけさせることで

判断する。

問2文章の内容を的確に読み取る読解力と熟語の理解を問う。

問3文章の内容を的確に読み取り、その要点を文章で表現する能力を問う。

問4文章の論理性を適切に読み取り・その内容脅グラフと文章で表現する能力を問到

問5文章の内容を的確に読み取り、その要点を文章で表現する能力を問う。

問6文章の内容を的確に読み取り、それを踏まえて文章を構成する能力を問う。
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